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ABSTRACT

Nowadays, there are two sport theoriesI SO･Ca11ed the compensation theory is rather

widespread in the western sociology of sport, which is said the principal and function of

modern sport lies in compensating hypodinamics (insu氏cient motor activity)･And the

other theory asserts that sport is a neutral zone for politically･ Adherents of these theories

ignor the fact that sport largely depends upon concrete historical socio･economic conditions･

Accidentally, the boycott Moscow olympic game in 1980 presented us a actual problems

about the relation of sport and politics･ This suggest that sport is definitely not politiCall

nor is politics free of sport.

In above mentioned, this report aims to consider the relation of sport
land

politics by

tbrougb the analysis of the sport ideology in the USSR･

Ⅰ問題の所在

スポーツ問題はこれまで,スポーツの｢純粋性+とか｢政治的中立性+などというスポ

ーツ理念に支えられて,スポーツをとり豆く政治や社会,経済的諸問題との関連の中で,
その問題性が論じられることが少なかった｡スポーツ問題における政治的後進性の原田の

一つに,こうしたスポーツ観念の存在することを否定することほできない.
｢政治的中立

性+という名の下の｢政治的無関心+紘,体育･スポーツ関係者の至高の価値,エートス

として人格化され,スポーツの政治-GD隷属を許す精神的土壌を形成する一因ともなって

きたといえよう｡

それは既成事実に屈服する日和見主義-の懐斜を常にもち,思想としては｢現実+を後

追いするだけの無定見な〔現実主義〕として結果する｡

こうした状況の下で, 1980年モスクワオリンピックボイコット問題は,政治とスポー

ツとの関係百こついて就い問題を提起した.スポーツ組織の自主性,自律性の在り方が厳し

く問われる中で, ｢政治的中立性+の意味が改めてクローズアップされたのであるo

即ち,スポーツの｢純粋性+とか｢非日常性+ ｢無目的的活動+などにスポーツの本質を
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みるスポーツ観念の非現実性は,今や誰れの目にも明らかとなり,単に｢気晴らし+早

｢楽しみ+ ｢アゴーンとしてのプレイ+等々に重心を置いたスポーツ理解で奉る所謂｢プレ

イ論的スポーツイデオpギー+の現実に対する理論的射程距離,その妥当性の限界が顕在

化したのであった1)0

ところで, JohnW･ロイやGeraldケニヨン等が指摘するように,スポーツは冷戦の一

つのvicarious mecbanism という機能をになぁされ,スポーツを内政,外交政策上の

political propaganda weaponの一つとしたり2',あるいほナショナルインチグレーショ

ソの手段として利用する例は, 1936の"ナチオリンピック''にとどまらず,それは1968

年のメキシコオリンピックにおけるブラックパワープロテスト(Blackpower･salute)早

南アメリカのアパルト-イドに対するサンクション等にもみられるように,人種問題や民

族間題の政治的目的達成の手段としても使われている3).

こうした今日のスポーツ内外の状況において,スポーツの｢政治的中立性+とほいかな

る意味と機能をもちうるスポーツ理念であるのか｡それほ既にのべたように,現実の政治

に引きづられ,政治に従属するスポーツの姿を隠蔽する単なる口実に堕してしまっている

のかoあるいはまたそれは,政治の世界とは異なる独自の歴史と論理をもつスポーツの世

界の,自主性,独立性を守る城砦として機能しうる理念なのか｡その真の機能が改めて問

いなおされなければならないといえるだろう｡

確かにcompeting political ideologyは社会的レベルは勿論, sport milieuに於ても

鋭く存在し4', ｢スポーツは明らかに,非政治的でないばかりか,政治的に自由でもない+5'

という指摘は, Averyブランデージの主張するナイーブな｢スポーツほ完全に政治から自

由である+という考え方とは異って,スポーツの現実から出発している｡

つまり,スポーツほメダルやチャンピオンシップを通して,その国の国際的威信を高め

る機能をもつかも知れないし,国の内外にその体制的優位性を誇示するプロ′{ガンダとし

て有効であるかも知れないという現実が,スポーツと政治との間には存在しているのであ

るoこうしたスポーツのもつ今日的境能に着目する時,スポーツを実定法上,国民の基本

的権利の一つとして位置づけるソビエトにおいて6',スポーツの､｢政治的中立性+とほ如

何なる意味をもっているのであろうか｡このスポーツの｢政治的中立性+とは,ソビエト

スポーツイ-デかギ一においてほ無線のスポーツ理念であり,それはブルジョアスポーツ

イデオロギーとして単に批判の対象としてのみ存在するスポーツ観念であるのか｡

J･ Riordanが論ずる様に,ソビエトではスポーツは常に国家によってコントロールさ

れ,それは労働と軍事訓練,あるいは全面的に発達した理想的市民の育成という目的のた

めに,社会主義文化の重要な構成部分として位置づけられている7'.スポーツでの勝利は

ソビエト社会体制の勝利であり,社会主義スポーツシステムの勝利であり,それほ腐朽し

つつある資本主義文化に比して,社会主義文化の優位性を示すものと位置づけられている

という8'.政治の世界における現在のソビエトのパワーポリテクスは,スポーツの世界に

於てもオ1)ンピックにおけるメダル獲得競争として顕在化してい_るが,そ叫まスポーツに

おける覇権主義的債向を示すものとも受けとられる｡
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一般に,その国のスポーツ界の果たしたマイルストーンをはかる唯一の規準は･決-Lて

オリンピックのメダル獲得数などでないことは自明のことであるようにも思われるが,令

日のスポーツ状況は,勝利至上主義,メダル至上主義を一つの極北点としているo
＼

とはいえ,ソビエトのこうしたスポーツ政策を,アフガニスタン侵攻やポーランド問題

との関連で,スポーツ界における粗暴な大ロシア人的nep)柑MOpAa9'のあらわれとして

把えることほ一面的であるといえよう.ソビエトスポ-ツイデオpギ-の研究は,ノいたず

らに政治主義的に僚斜して,単に社会主義の｢退化+や｢非人問性+
｢貧弱+を性急に論ず

ることでもなければ,また道に未だ発展しつつある｢生成期+にある社会であるとして･

その｢後進性+や｢否定的側面+に盲目であることでもないo

桓めて政治的性格をもつと-されるソビエトスポーツイデオpギ-を通して,
｢政治的中

立性+というスポーツ理念を考察することが本稿の目的でもあるo

注
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ポーツイデオロギー+の問題点匠ついて論及したので批判されたい･
2) Victoria de Grazia, The culture of oon8ent･ Mass organization of
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ztaly, (Cambridge, 1981)･

3) John W･ Loy'Barry D･ McPherson･ Gerald Kenyon･ Sport and Social Sy8由他8･ A

Guid8由the血aly8i8'Proble-一and Literaねre (Addison･Wesley Company･ 1978)･

4

5

6

7)

pp. 287-289.

同上, p. 287･

岡上, p. 288･

p. stepovoi, ``phy8ioal Culture and Sport: Legal Guarant86''･ The U･S･S･R･: Sport

And Way of Life (Moscow, 1980), pp･ 120-126･

James Riordan, Soviet Spwt･ Background io the oly-i6S (Blackwell, 1980)･

James Riordan, Sport under Co仇nuni8n･ The U･S･S･R･･. c&eohoslovakia･ The G･D･R･-,

china, Cuもa (London, 1978)･

James Riordan, Spor舌in Soviet Sooiety･ Develop-n舌of Sport and Phy8i6al Eduea-

tion in Ru88ia and the U･S･S･R･ (Cambridge･ Mass･ 1977)･

8)同上, Sport in Soviet Society, P･ 364･

9)不破哲三｢スターリソと大国主乱新日本出版社･
1982･ p･40より転引用･ここではスポー

ツの世界匠於けるパワーポリテクス,スポーツ甘こ於ける人間的なものの無視という粗暴なスポ

ーツ観,態度を象徴する･

ⅠⅠ スポーツイデオロギー

Jorge Larrainの論考にまつまでもなく,イデオpギ-とは･もっともequi<ocalで,

elusiveな概念の一つであるかも知れないl'○
それは政治的な含意を深くになって使用き

れるばかりでなく,日常的にも多様な意味で用いられており,理論的にも立場によって興

った意味と境能をもってつかわれる○たとえばイデオpギ-とほ虚偽と隠蔽(L缶gen
und

verhiillungen)であり,真正ならざるもの(unrichtigen)･真理ならざる(unwahren)

苦衷とみなされるように望', ｢イデオロギーほ虚偽意識+であり,客観的,認鼓的現襲に属
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さない構成要素を含むすべての立言ほ,イデオロギー的であるとする解釈は;イデオロギ

ーとは｢現実から偏向した思考であり･思想であり,判断であり,従ってなんらかの意味

で虚偽であって,真理でない8'+とする概念規定といえるだろうo

ところで, ｢人間は･その生活の社会的生産において,一定の,必然的な,かれらの意志

から独立した諸関係を･つまりかれらの物質的生産話力の一定の発展段階に対応する生産

諸関係をとりむすぶoこれが現実の土台となって,そのうえに,法律的,政治的上部構造

がそびえたち,また一定の社会的意識諸形態は,この現実の土台に対応している4,+とす

る史的唯物論の立場ほ,社会的意識の諸形態というカテゴリーをめぐっての論議はあるに

せよ5',イデオロギーは存在の意識における反映であると奴定する｡しかし,いずれの立

場をとるにせよ･広義にほ｢社会心理→のようなものも含めて,それには所謂illusory

ideologyとScientific ideologyの二つの存在形態が予想されるのである6,｡藤田は社会

的心理とイデオロギーの区別の必要を主張し･社会心理とほ,感情,習性,性向,志向,

性格等々の言葉で表現される感性的意識形態の総体であって,自然発生的性格,非体系性,

非定塑性を特徴とするものであり,イデオロギーとは,相対的にでほあれー定の体系性を

もつところの･色念･見解等の絵体であると,階級意識という点からの区別を論じてい

る7)｡

確かに,イデオロギーは社会的意識の一形態であるが8',しかし｢つねに一定の社会で

生活し･一定の階級の成員である人間の実践的な社会的行動は,イデオロギーの源泉であ

るとともに･またイデオロギーの目的でもある9'+と理解すれば,それは社会的意識の価

値志向を統制する壊能をもつと同時に･イデオロギーには,この人間の実践的な社会的行

動の発展状態と一定の諸個人,諸集団の諸要求と諸利益が反映しているといえるだろう.

即ち｢科学が客観的実在の概念,言明等における反映であるのに対して--,イデオロギ

ーは社会的活動を規制する規範と指針という形態で実現される10'.+従って,科学的イデオ

ロギーも含めて,いかなるイデオロギーといえども,その理論的,実践的正当性の主熟ま

歴史的制約の範囲内にあることを忘れてほならないだろう11'｡

スポーツイデオロギーもこうしたイデオロギー諸形態の一つである.一般的にそれは,

スポーツに対するものの見方,考え方の総体であるといえるが,いみじくもパーキンがマ

ルクスを引用して論じたように12'･ ``the ideas of the ruling class are in every age,

the ruling ideas''18'が考察の前提条件となる｡

たとえば,今日の支配的なスポーツ観念であるアマチュアリズムは,近代イギリス資本

主義社会の生成発展の歴史の中で･それまでの中世封建農民の身分制的な,賦役的,貢納

的スポーツや貴族の特権的なスポーツが,封建社会の解体過程の中で歴史の舞台からドロ

ップアウトするのに代って･
｢自由+ ｢平等+という旗印の下に撞頭した19世紀イギリス

の新興ブルジョア階級のものの見方,考え方を反映し14',ブルジョア民主主義革命という

歴史的進歩の中でその地理的･文化的普遍性を獲得していった例にみるまでもなく,スポ

ーツイデオロギーもその時代の支配階級の思想を反映する｡

さて･今日の支配的なアメリカのスポーツ信条といえば,その思想的背景に, Ameri.
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cansuccessideologyを考えなければならない｡アメリカンドリ∵ム,それは,人間ほ生

わながらに自由,平等であり,おJのれのベストをつくして努力すれば社会的に成功し･ト

ップに上昇できる権利と(義務)をもっており,そのチャンスは,すべての者に平等に開
かれているという信念である｡それはCO血petitive etbosの社会的正当化であり, Sadler

のいう･`Win?ing isthe only thing''である15'o達成,競争･勝利,そして成功への衝動,

優越の維持,これらはアメリカの期待する信条であり,フォード元アメリカ大統領の次の

ようなメッセージにその一つの典型例をみることができるo

｢今日のアメリカに於て,競争スポーツに参加することなしに成長する若者は一人もい

ない｡スポーツは若者をその生活のために準備するだけでなく,その精神はアメリカの寮

争的精神の一部分をなす｡国家のために,われわれは,身体的にも,精神的にも体力(fit)

を鍛えなければならない｡なぜなら,今日の困紫な時代は,われわれにただ単に競うだけ

ではなく,卓越することを要求しているからである+

まさに"sports triumph can be as uplifting to a nations spirits as a battle丘eld

victory”といえよう16).

とほいえ,
,こうした資本主義社会における,いわゆる人生というゲームのルールは完全

にニュートラルであり,スポーツと同様にその成功は,基本的にほ個人のアティテユード

にかかわっており,激し1く競い,決してギブアップせずに努力すれば,勝利を得ることが

できるという信念も,競技における勝利者は常に一人であるという事実の前では,
-ツの

mytbologyに転化する｡しかし,敗者ほgood
Losersであることを学び,勝利を失なっ

たのは,基本的には努力が足りなかったからであると教えるプロティスタソティズムの倫

理によれば,スポーツはまさにアメリカにおける支配的イデオロギーを賦括増強する横能

をもつものと位置づけられよう｡

確かにアメリカのスポーツ信尭は,今日過渡的状況にあるとほいえ17',スポーツは,

1)上昇志向という価値観の普及(high aspiration)

2)社会化を操作する過程の援助(socialization)

3) (強制された)一体感の育成(coerced conformity)

4)アメ.)カ的なものの受容の向上. (acceptance of the American success ideolo-

gy)18)

以上の様な椀能をになっているという論議の成立し得る思想的基盤,現実がそこにほ存

在するといえる｡

いずれにしろ,スポーツイデオロギーほ,スポーツ独自の歴史と論理を内包することは

当然であるが,それはスポーツ以外の世界,政治や経済との社会的諸関連をたちきったと

ころに存在するものではないことを,ここでは確認しておきたい｡

1

2

3

注

Jorge Larrain, "The concept Of.Zdeology''(Hutchinson, 1979), pp･ 12-34･

早瀬利雄｢現代社会学批判+新評論, 1972, pp･ 120-128･

T.ガイガ-,大木普訳｢イデオロギーと真理+新泉社, 1971, p･ 228･
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ⅠⅠⅠソビエトスポーツイデオロギー

J･Riordanほ,国際スポーツ界との関連で,ソぎエトの体育･スポーツの歴史的区分を

次の様に概観している1)0

A. 1917-1928:プロレタ1)ヤ国際主義の推進としてのスポーツ

B. 1929-1939:ソビエト連邦国家の強化と反ナチズム

C. 1939-1941:ドイツ枢軸国との平和的スポー′ツ交流

D. 1945-:大国主義的スポーツの展開

また富山ほ,ソビエト体育･スポーツの理論的発展に力点を置いた分析を通して,社会

主義スポーツ論の時代区分として次の様な概括を試みている2).

1917-1925 :

1925-

1948-
●

1960-

1966-

プロレトクリト的スポーツ論

規範的体育･スポーツ論

覇権的スポーツ諭

社会現象としての体育論,ブルジョアスポーツ論の批判

修正的体育･スポーツ改革論
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ところで, B.A.HBOfI批aほ1917年以後,今日までのソビエト体育･スポーツの歴史的

展開について,王次の様なエポックをあげ,その6oJIbu10rOrlyTHの諸段階を略述していが)｡

1918,全ロシア中央執行委員会(B耶E)4)ほ≪戦斗訓練の任務をこ関して舞という法令を

採択した.これは,スポーツクラブや普通教育,体育等における戦争準備教育であり,体

育･スポーツを国家的にコンノトロールするソビエト最初の普通軍事教育-BceBO6ytI-の

確立である｡

1919. 4,体育･スポーツと壮丁軍事教育に関する第1回全ロシア労働者会議が開かれ

た｡身体的に全面発達した若者の重要性が強調された｡

1919. 5. 25,､モスクワ赤の広場で今日の伝統となっている体育人,普通軍事教育部隊の

最初のパレードが開催された｡

1919,レスガフト国立体育大学創設｡

1920. 12,モスクワに国立体育研究所を設立する人民委員会(CHK)5)の法令にレーニ

ン調印する｡

1921. 7,赤色スポーツインターナショナル(KCH)会議がモスクワで開かれたo これ

ほJICHから分離して6),政治目的と一致する運動課題を採択し,資本主義に対抗する階

級斗争のために,労働者を強化,準備し,ファッシズムスポーツに対抗した｡

1923. 6,ロシアソビエト連邦社会主義共和国全ロシア中央勢行委員会ほ体育最高会議

(6C¢K)を設置した.それは労働者の体育に関する研究,教育,労働者の体育･スポーツ

活動-の組織化等を統一的な任務とするものである.

1925. ll. 13,ロシア共産党中央執行委員会(uK PKn (6))は≪体育分野における党の

課題≫という決議を採択した｡これほ共産主義的理想国家のために,ソビエトの体育･ス

ポーツシステムをより高度に発展させ,過去の体育の理論的,実践的偏向を批判して,体

育･スポーツの全分野に関して,そのもつ意義についての全般的な指針を論C, t'-ニソ

主義青年共産主義連盟(PnKCm)やBC◎Kの任務について9項目にわたってのベられて

いる｡

1928. 8,モスクワにて第一回スパルタキア-ド開催される.

1929. 7, CHK PC¢Kほ高等教育磯閑むこ体育科目の導入を滑走.多くの大学や専門学校

に,体育･スポーツ講座が開設されたo

1929. 9. 23, uI( BKn (6).はi体育運動について診という決議を採択oこれほ記録主義

的偏向,省庁間のセクショナ1)ズム,労働大衆-の取組みの不充分さ等に触れる中で,体

育･スポーツのもつ積極的意義,その国家的コントロールの必要性がのべられている.

1930. 4, uHKほ,身体文化とは労働力をより強化し,健全にすることとしっかり結び

ついているという決議を採択｡
1931. 3,レーニン主義コムソモール,総合運動4:労働と祖国防衛のための準備?, rTO

を主導する｡ (第1段階)

1932. 4, rTOをより高慶一なノルマに改正(第2段階)｡

1933. 3,人民労働委員会ほ労働現場に体操を導入し,現場労働や事務労働力の向上に資
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する｡

1933･ ll,モスクワに中央体育科学研究所設立｡ 1966年に全ソ体育科学研究所に改称7)｡

1934･ 4,青年のためのrTOが湖定される｡

1934･.5, uHKCCPほ≪スポーツマスター功労章参の制度を導入.

1935,全ソスポーツに段位御等の階級制を導入｡これは全ソビエトスポーツマシのより

一層高次のスポーツ活動達成に良好な刺激を与えた.
1935, A:スポーツマスター≫の導入o

1935･スポーツマンの自主的組織i:スパルタ-ク?iロコモティーフ?i紅旗≫創設.

1936･ 7･ 21, uHKとCHlくCCCPほ≪ソビエト連邦社会主義共和国人民委員会によ

る体育･スポーツ委員会の教育に関して≫を採択｡

1939･ 6･ 16,体育の日を制定, 1961年より8月の第二土曜日｡

1942,公的な体育指導者制度の導入｡

1943･ 6,専門技術学校学生の自主的スポーツ組織≪労働予備軍≫創設.

1945･ 9･ 28･ CHK CCCPは≪体育･スポーツの役割及び労働力向上に関する委員会の

任務を援助することについて≫を採択した.これは体育･スポーツのより一層の発展のた

めの豊かな条件をつくり,スぺシャ1)ストを準備し,全てのスポーツマンの仕事を自由に

し,戦争に必要な準備と国家検定トレーナー制度の設立等について論じている.

1946,ソビエトスポーツ組織の序曲,即ち重量挙げとフットボールの国際スポーツ連盟

-の参加｡
1946･ 10, i体育･スポーツ優秀章≫の導入o (1969･ 7･ 30内閣体育･スポーツ委員会

制定)0

1947･内閣決議≪ソビエトスポーツマ./のスポーツ技術達成を賞するメダルとバッヂ制

定に関して≫を公布する｡

1948･ 12･ 27･ uKBIくn(6)は確わが国の大衆的体育運動とソビエトスポーツマンの技

術向上に関する党及び政府の指令についての体育･スポーツ委員会の遂行活動≫という決

議を採択｡

1951,ソビエトオリンピック委員会ほ国際オリンピック委員会(MOK)に加盟.

1952･ 7-8,
-ルシソキオリンピックに初めて参加.

1956･ 1-2,コルテナダンぺッチイオ冬季オリンピックに初めて参加.

1956･ 3,内閣体育･スポーツ委員会は≪エスエスエスエルトレーナー功労章≫創設.

1959･ 4･ 9, uKKIICCと内閣ほ, iわが国における体育･スポーツの指導原理≫を採択｡

それは,ソビエトにおける連邦スポーツ組織を建設する体育運動の方向と協力共同の目的

に関して論じ,党の検閲の指導の下に,より広範な大衆的スポーツマンの自主性,
,創造性

を基礎にして,労働組合やコムソモールの日常的,積極的参加の必要性についてのベたも

のである｡

1960,より優れた体育集団のスポーツクラブ-の組織がえ｡これほ自主的な体育運動の

一層高次な最初の組織形態であるo
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1961. 10,クレムリン宮殿で開催されたソビエト共産党(ⅨⅢcc)第22回大会ほ,共産

主義のプログラムを決定し,体育･スポーツの課題を論ずる中で,体育･スポーツは人民

の日常生活に強い関心をもたなければならないと同時に,若者をより豊かに教育し,身体

的精神的に調和した発達を促がす意義について訴えている｡

1966. 8, uK KnCCほ宅体育･スポーツを一層発展させる方策について≫を採択8)o

これは大衆的体育に関するKrICCのプログラムに示された生活指標を具体的に遂行する党

や行政棟閑,経済や社会的組織の活動のための文書として,重要である｡

1968.連邦共和国体育･スポーツ委員会の設立｡これは1959年に設置された連邦スポ

ーツ組織を改組したものである.これはソビエトにおける体育･スポーツの役割を良好に

指導する委員会に,国家的権威を与えた.

1969.第3国連邦コルホーズ会議は,農村労働者の体育の必要性について重大な関心を

払った｡ (1969. ll. 28のuK KnCCと連邦内閣の見解に示された例によが')o

1969.ソビエト最高会議ほ宅健康保護のための蓮井及び連邦共和国の基本法制≫に関す

る見解を採択した｡それは体育･スポ∵ツ及びツーリズムの組織に関して, 49の質問境

目にわたって, i政府機関,労働組合連盟,コムソモールとその協同磯閑,スポーツ組織,

事業所,その他の施設機関ほ,体育-保健活動のために協力しなければならない≫こと等

を指摘し, iスポーツマン,ツー.)ストは国民q)中で活動し,体育やツーリストクラブの集

団を組織,強化し,労働体操を普及しなければならない≫ことを訴えている｡また放課後

及び校外での子どもや普通教育,専門技術学校,中等専門学校,高等教育検閲等における

体育の任務を企画し,市民の健康保持のための医学的コントロールや体育･スポーツ活動

を実施すること,健康保護施設を実現することの等の必要性について論じているo

1969. 5, uKKnCC及びBuCnC10)紘, iわが国におけるツー1)ズム,観光旋行をより

一層発展させる方法について≫を採択｡
1970. 10. 23,蓮井内閣最高会議及びソビエト内閣体育スポーツ委員会協議会ほ, i普通

教育学校における体育の回数に関する規定≫を採択｡これは体育と労働及び実用的な戦斗

教育との関係を強調している｡

1971. 9. 1,ソビエト内閣職業教育委員会と内閣体育･スポーツ委員会は≪職業教育学

校における体育の回数に関する規定≫を採択｡

1972. 3, rTOに新しい規準が導入される｡

1974. 3,内閣体育･スポーツ委員会ほ≪体育･スポーツの発展に寄与した功績を称え

る質≫を制定.これはソビエトの体育･スポーツ発展に寄与した個人,組織に与えられるo

1975,第6回スパルタキア-ド開催される｡約8000万人参加.

1975. 10, BuCnC及びuK B.乃ⅨCMの書記局,内閣,内閣体育･スポーツ委員会ほ,ソ

ビエト連邦の子どものスポーツ活動≪希望-の出発≫の遂行に関する決議を採択したo

1976. 2.第12回インスブルック冬季大会に参加｡

1976. 2-6, KnCC 25大会は≪1976-1980年国民経済発展の基本方針≫を採択｡これ

ほ国民経済発展に伴う体育･スポーツ施設,設備の充実,住民の体育･ネボーッ活動やス



158 佐 野 裕

ボーッ,施行用具の開発,未成年者や青年のためのスポーツや保健運動等を網の艮の様に

発展させ, ･住民の健康や自由席間の有効な利用,余暇の活動的休息を組織,改善すること

の意義を訴えている｡

以上は, B･A･ MBOl{Hflaのソビエトスポーツの歴史的素描であるが,いずれにしても,

体育･スポーツにおける変化は,党中央委員会,政府の政策変更紅従うも:.oであることが

理解される｡

ところで,ソビエトにおける身体文化(触3EtZeCEaS”y3Ibiypa)
,身体教育(触3HtleCEa5I

BocrIHTafm5I),スポーツ(CrIOPT)という用語の術語的身分関係に関しては,田中の論稿が

あるがu',ここではB.A.AnIMaPEFaの説明に従うことにする1,2'｡

図1に見るように,身体文化は社会の物質的,精神的価値の総体であり,全文化の-額

域をなし,その創造的応用によって人間の身体的完成に関連するとされる｡

身体文化の実践行為は身体教育として現われる｡教育は目的志向的に,社会の政治的,

道徳的,美的理想に合致する人間的資質を形成することであるが,身体教育は;人間を身

体的に完成させる教育的システムといえよう｡身体教育の課題は,.身体文化の内容を人々

が容易に獲得しやすくする教育システムを構成すること虹あると位置づ抄られるoスポー

ツほ斜線で表示されているように,身体文化の一形態であり,物質的富の生産には無関係

であるが,それほ教授一学習過掛こ従って,身体文化の教育とその伝東棟能を有する.ス

ポーツは,身体的精神的資質を最高度に発達させる身体教育の有効な手段と方法セあると

位置づけられよう｡

図2は,こうした身体文化,身体教育とスポーツとの相互関連における体育組織の国家

的組織形態の概観図であるが,このことからソビエトスポーツの国家的統制の強固さを結

論づけることほできない｡わが国

に於ても,文部省一都道府県教育

委員会一市町村教育委員会一学校

体育･社会体育,文部省一日本体

育協会一翼下加盟各スポーツ団体

その他,体育･スポーツの国家的

組織形態の網の目ほ発達し,プロ

スポーツも含めて,なんらかの国

家的統制下にある｡問題は,公権

力のスポーツ政策として,スポー

ツと政治の関係をどの様に位置づ

けるかにその焦点が存在するが,

ここではそれをソビエトにおける

ブルジョアスポ+ツイデオロギー

批判の理論的検討を通して接近す

る｡
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′住民の体育活動を遂行す
ソビエト連邦
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図2. CCCPの体育組織の国家的形態1S)

既にの_ベたように,体育は人間の調和的発達をめざす教育の重要な構成要素であり,そ

れは社会主義社会の発展と無関係でないばかりか,反対にそれほ社会や経済の他の領域に

影響を及ぼすという Ky3bMaIくB.Cの主菜にみるまでもなく,それは社会主義建設とその

防衛に関係している14).

ところで,スポーツほ社会的疑集力(CollHaJIHHOrO CtleITJIeHHe)を高めるのに効果があ

るとされるこの国において,そのイデオロギ∵的磯能ほ資本主義社会とほ異っていると位

置づけられている15)｡即ち,社会主義社会でほ大衆の知識,理解力を高めるために身体文

化ほ重奏祝されるが,資本主義社会でほ大衆の知識を操作するために利用されると批判す

る.ブルジョアスポーツは,資本主義の矛盾に対する大衆の攻撃衝動(aFPeCC打BHble HEC･

T拓HETt&)の通路奄KaHaJI≫として利用されていると見倣されるのである.
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m,札Capa中によれば,ブルジョアスポーツは,まるで階級を統一する性格を本来的に

もっているかのようであり,これほブルジョア社会にとって,根本的な社会変革の必然性

を否定するスポーツイデオロギーの反映であり,スポーツによる階級斗争の牽制,後方撹

乱(且HBePeEOHHO畳¢yHIくqH)であり,労働者を生活上の難儀から,あるいほ階級斗争から

遠ざけるスポーツによるアジテーション(crIOPTHBEtJ丘axBOTaX)16)と批判されるのであ

る｡

このようにスポーツほ社会生活の表現として,社会経済構造を反映するが,利潤追求を

第一の目的とする資本の論理の貫徹する社会に於ては,スポーツも金儲けの手段に転化す

ると指摘する中で,資本主義社会のスポーツ産業やプロスポーツの在り方に厳しい批判の

目を向けるソビエトは,スポーツの社会的基礎,身体文化の社会的本質17)を無視するスポ

ーツ理論,スポーツ社会学方法論をも厳しく批判する｡

スポーツと労働を対比して敵対的関係においてとらえ,スポーツにおける個人の内面的

側面を過大に評価するスポーツ理論は,スポーツの本質をゆがめ,スポーツの私的利潤追

求の手段化-の道を開き,あるいほナチオリンピックにみられるように,社会的政治的空

論としてのプロパガンダに利用され,それはかつての｢地政学+と同様に,侵略的性格を

担わされることにもなると批判するのである18)0

今日の資本主義諸国の体育･スポーツ理論に支配的影響を与えているK. Diemは,ス

ポーツを｢技術文明に対する抵抗であり,ロマンであり+ ｢それは自由な選択であり,なに

ものかである+と論C,産業化と都市化による現代文明における労働と生活の変化の中で

スポーツは一つの｢気晴らしであり+｢リラクゼーションである+と主菜する19).それはブ

ルジョワスポーツ社会学で流行している所謂｢補償理論+ (compesation theory, Teop臥

e虫EOMrleECa上田H)20)の一つの典型といえるが,自然と文明,科学と人間,都市と農村を対

立的にとらえ,生活様式の変化に伴う運動不足に由来する様々の精神的身体的不都合を,

社会的諸関連の中に位置づけて解決するのでほなく,単にスポーツによって解消できると

する一種の素朴主義(rlpHMHTHBE3M)とも批判されるのである21).それはまた一つの｢生

物学主義+でもあり, H. Rissの｢Soziologie desSport+にもみられる理論であるo即ち

文化の基礎ほ物質的社会生活の条件にでほなく,人間それ自身,精神的志向に存在し,そ

れはまったく個人的なところから生まれるとする考え方である.運動の欲求(cTpeMJIeH朋

冗 ABH光eHオ兄)ほ一般的に人間に固有な本質であり,生物としての内的衝動によるもので

あるとする理論ほ,スポーツ欲求の文化的本質を無視し, ”.C. CTeⅢOBO丘によれば(I)

本能的(2)無自覚(3)無目的的性格をスポーツに付与する理論といえよう2乞).同様な観

点から, 追.ジレ, P.C.マッキントッシュ,その他が批判されるのであるが,その批判の

理論的枠組ほ,スポーツを①自由な活動(cBO6oAfIO免Ae51TeJIbⅠiOCTH) ②無目的的行為

(BecrteJIbrIO丘月e耶e刀bEOCTh) ③無償性(He3aHHTePeCOBaHfIOI壬) ④中立性(He丘TpaJIhHOCTb)

等にその本質をみるスポーツ理論の非科学性,悪意性が問題とされる28)o

問題の本質は,スポーツの自由は富める老にも貧しい者にも平等に開かれているといら

が,それは｢平等な可能性+ (PaBHtdX Bo3MOXEOCTb)の幻想であり,スポーツの自由ほも
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ちろん,スポーツマンの自由もその現実は,冷酷な利益追求というメカニズムに従属する

自由が存在するだけである24)｡ ｢補償理論+ほ心理的な言葉で,その必要性について論t=,

個人的な健康を提起するが,しかしそれは決して,その社会的保障(co叩aJlhHhTX raPaf[T･

k[E)を提起しない25).この様にスポーツを個人の私的な内面的世界の領域にとじこめ,自

由な活動,無目的無償の行為,純粋中立性等にスポーツの本質をみるスポ-ツ観念ほ,ス

ポーツにおける個人主義,排外主義を助長し,知性を麻痔寄せ,若者から政治-の参加を

遠ざける磯能を期待するものといえよう皇6'oいずれにしろ,スポーツほ政治に従属してい

るのであるが,ブルジョアスポーツ理論はただその事実に無知であるか,無視しているに

過ぎないと批判するのである望7).

ソビエトスポ-ツイデオロギーほ,スポーツと政治の間に｢無償の行為+｢中立性+など

という政治的ベールをかぶせず,スポーツは政治に従属する二次的性格をもつものと貌定

する.スポーツは,項Ee MO)Key CTO51Tb BHe ⅢOJI耶HK珍なのである28).

労働は人間にとって本質的なものであり,最初の歴史的行為として対象的自然を変化さ

せるだけでなく,自分自身の自然(天性)をも変化させる人間的活動と理解するソビエト

スポ-ツイデオロギーほ,スポーツはその労働のために人間の身体を準備するものと位置

づける｡それほ社会の生産力水準の要求に応え,人間を成長させる必然的な合目的的行動

の一つと理解するが29),同時にそれは人間の社会的資質を形成する教育棟能,体育の効果

的な手段として理解されている｡それはものの見方,考え方(h4HPOBO33PeHtleCKO-HPaB･

cTBeBl10丘)世界観,道徳性を培い,自己犠牲や集団-の忠誠等,スポーツマンの好もしい

徳性,祖国愛(rlaTPHOTE3M),集団性(KO･nJIeKTFBH3M),ヒ3･ -マニズム(ryMaH=OCTb),

謙虚さ(cKPOMHOCTb),勤勉(TPy且OJI拍6He)など,まさに社会主義的モラルと合致し,そ

れを賦括増強する楼能をもつものと位置づけちれている帥)｡このよう.に①スポーツのもつ

価値を積極的に活用し,国内外-の煽動(arHTa叩H)に利用し, ②人病文化の重要な境域

として,共同と交流をはかり, ③人々を新らしい社会-と準備し,スポーツ活動を通して

社会主義と資本主義競争において,全面的に発達した人間の卓越性を事実で示し, ④社会

主義スポーツを誹誘中傷するあらゆる種棋の口実を暴露し,理論的思想的にたたかい,ス

ポーツの社会的本質を歪め,国際スポーツにおけるアマチュアリズム,即ちJl和6hTX¢opM

というデイレッタンチズムの差別百こ反撃する課題を,スポーツにおける平和共存の問題と

とらえるソビエトスポーツにおいては81),スポーツの｢政治的中立性+とは,無縁のスポ

ーツ観念と理解されようo

ところで,これまでみてきたように,スポ-ツは文明の悪魔雀EOIEMapa≫から自申を保

証すると主菜するブルジョアスポーツイデオロギーに対して,批判的見地をとるソビエト

スポ-ツ理論も,スポーツほ社会体制の如何にかかわらず,
"opiates of the masses''と

いう磯能をになっているという見解に32',反論することは難しいようにも思われる.スポ

ーツ独自の論理よりも,社会主義社会建設という政治目的達成のために,スポーツを最大
掛こ利用するという政治の論理が優先するソビエトほ,ある意味ではスポーツの手段化が,

最も進行した国家であるといえるかも知れない.しかもそれは政治のunobtnlSive form
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として洗練化され,理論化されればされる程,スポーツほopiateとして精製されていく

ことを意味する｡

それではスポーツの｢政治的中立性+ ｢政治からの独立+とほどのようにして達成される

ゐであろうか｡なによりもまずそれほ,スポーツを歴史的,社会的諸関連の中においてと

らえる視点が必要といえるだろうoスポーツマンは政治的無知によってではなく,スポー

ツにおける｢政治的中立性+をその政治的識見の豊かさによって支えなければならないo

スポーツ組織の財政的基盤を確立し,組織的に自律し,政治的活動を抑制するのではなく

て,道に政治的活動の自由を保障する中で,その理念の現実的意義が歴史的に検証されて

いくといえるだろう｡スポーツの自由とは,市民的,政治的自由と一体のものであり, G.

イェリネックを援用すれば, ･それは国民が政治の世界で,真に｢主動的地位+を確立する
社会をまたなければならないが83',それにほスポーツマンの歴史における創造的役割

(sch6pferische Rolle der Sportsmann)が必要とされるのである.
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